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① 弧ＡＢ＝ 24cm なので，

弧ＡＯ＋弧ＯＩ＋弧ＩＢ

も 24cm。

また，ＡＯ：ＯＩ：ＩＢ

＝ 3：2：1
なので，

弧ＡＯ＝ 24 ×

＝ 24 × ＝ 12cm，

弧ＯＩ＝ 12 × ＝ 8cm，

よって，弧ＡＯ＋弧ＯＩ

＝ 12 ＋ 8 ＝ 20cm なので，

点Ｑが初めてＩに着くのはＡを出発してから，

20 ÷ 2 ＝ 10 秒後 です。

② 図形の周の長さは，

弧ＡＯ＋弧ＯＩ＋弧ＩＢ＋弧ＡＢ＝ 24 × 2 ＝ 48cm なので，

点Ｐ，Ｑが初めて出会うのはＡを同時に出発してから

24 ÷(1 ＋ 2)＝ 24 ÷ 3 ＝ 16 秒後 です。

③ 点Ｐと点Ｑが 2 度目に出会うのはＡを同時に出発してから 16 × 2 ＝ 32 秒後。

このときまで，点Ｐは 1 × 32 ＝ 32cm 進む。

また，弧ＩＢ＝ 24 － 20 ＝ 4cm なので，

32 ＝ 24 ＋ 4 ＋ 4 より，点Ｐは出発してから 32 秒後，弧ＯＩの真ん中にある。

このとき，ＯＩを直径とする半円の

中心をＣとすると，右図で

△ＰＯＣは直角二等辺三角形に

なるので，角ＰＯＣ＝ 45 度。

よって，△ＡＯＰの角のうち

最も大きな角である角ＡＯＰ

の大きさは 180 － 45 ＝ 135 度

です。
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